
指標の達成度　生活習慣病の予防

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの目
標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

1 新宿区特定健康診査受診率
31.5%

平成22年度
法定報告

50%
※第二期新宿区
特定健康診査等
実施計画に基づ
く

33.7%
（法定報告値）

新宿区の被保険者の
流動性の高さ、健康診
査に対する関心の低さ
から、目標達成は難し
い。
今後も引き続き受診勧
奨はがき、電話勧奨を
実施し、受診意欲を促
し、受診率の向上を図
る。

33.0%
（法定報告値）

新宿区の被保険者の
流動性の高さから、目
標達成は難しい。
健診実施機関を医療
機関に一元化したこと
の周知を徹底し、区民
にとって分かりやすく、
受診しやすい体制を継
続し、受診勧奨はがき
及び電話受診勧奨等
の未受診者対策により
受診者数の増加を図
る。

34.6％
（法定報告値）

新宿区の被保険者の流
動性の高さから、目標達
成は難しい。
健診実施機関を医療機関
に一元化したことの周知
を徹底し、区民にとって分
かりやすく、受診しやすい
体制を継続し、受診勧奨
はがき及び電話受診勧奨
等の未受診者対策によ
り、受診者数の増加を図
る。

33.8％
（実数値）
（法定報告値11月中旬
確定予定）

新宿区の被保険者の流
動性の高さから、目標達
成は難しい。
健診実施機関を医療機関
に一元化したことの周知
を徹底し、区民にとって分
かりやすく、受診しやすい
体制を継続し、受診勧奨
はがき及び電話受診勧奨
等の未受診者対策によ
り、受診者数の増加を図
る。

健康部健康づくり課
健診係

2 新宿区特定保健指導実施率 8.9%
平成22年度
法定報告

40%
※第二期新宿区
特定健康診査等
実施計画に基づ
く

12.5%
（法定報告値）

実施機関数の減少、
利用時間が限定され
ることから、目標達成
は難しい状況である。
利便性の拡大及び保
健指導プログラムの充
実により、実施率向上
を図る。

7.7%
（法定報告値）

平成25年度より民間
事業者を導入し、保健
指導プログラムの充実
や利便性の向上により
実施率の向上を図って
いる。
目標値が高いため達
成は難しい状況であ
る。

14.1％
（法定報告値）

平成25年度より民間事業
者を導入し、保健指導プ
ログラムの充実や利便性
の向上により実施率の向
上を図っている。
目標値が高いため達成は
難しい状況である。

未確定
（法定報告値11月中旬
確定予定）

平成25年度より民間事業
者を導入し、保健指導プ
ログラムの充実や利便性
の向上により実施率の向
上を図っている。

健康部健康づくり課
健診係

3
メタボリックシンドローム該当者・予備
群の減少率

計4,075人
（内訳）
該当者2,334人
予備群1,741人

平成20年度
該当者及び予
備群実数

平成20年度比
10％減
該当者2,101人
備軍1,567人

計4,770人
（内訳）
該当者2,584人
予備群2,186人
（平成24年度健
診ﾃﾞｰﾀ）

メタボリックシンドロー
ム該当者・予備群の該
当者は増加傾向であ
り、達成は難しい状況
である。
今後、健診受診体制
や保健指導の充実、メ
タボリックシンドローム
に関する正しい知識の
普及に取り組んでい
く。

計4,708人
(内訳）
該当者2,538人
予備群2,170人
(平成25年度健診
ﾃﾞｰﾀ）

平成24年度よりやや
減少したが、目標値が
高いため達成は難しい
状況である。
引き続き、健診受診体
制や保健指導の充
実、メタボリックシンド
ロームに関する正しい
知識の普及に取り組
んでいく。

計4,873人
(内訳）
該当者2,828人
予備群2,045人
(平成26年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

平成25年度より予備群は
やや減少したが、該当者
は増加した。目標値が高
いため達成は難しい状況
である。
引き続き、健診受診体制
や保健指導の充実、メタ
ボリックシンドロームに関
する正しい知識の普及に
取り組んでいく。

計4,958人
(内訳）
該当者2,894人
予備群2,064人
(平成27年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

平成26年度より該当者、
予備群ともに増加した。目
標値が高いため達成は難
しい状況である。
引き続き、健診受診体制
や保健指導の充実、メタ
ボリックシンドロームに関
する正しい知識の普及に
取り組んでいく。

健康部健康づくり課
健診係

4
スポーツ・学習活動等を実施している人
の割合

52.7%

平成23年度
区政モニターア
ンケート

60% 48.7%

現状数値と比較すると
4ポイント下回ってお
り、目標値（60％）には
11.3ポイント達していな
い。

54.2%
（平成25年度第4
回新宿区区政モ
ニターアンケー
ト）

平成24年度より5.5ポ
イント増加した。引き続
き目標値（60％）達成
を目指す。

52.9%
（平成26年度第4回区
政モニターアンケート）

平成25年度と比較する
と、1.3%下回っているが、
平成24年度と比較する
と、4.2%増加している。引
き続き目標値（60%）達成
を目指す。

57.7%
（平成27年度第4回区
政モニターアンケート）

平成26年度と比較し、4.8%
増加している。引き続き目
標値（60%）達成を目指
す。

地域振興部
生涯学習スポーツ課

5 区立スポーツ施設利用者数（年間） 1,587,544人

平成22年度
【対象施設】
（1）新宿スポー
ツセンター
（2）新宿コズ
ミックスポーツ
センター
（3）大久保ス
ポーツプラザ
（4）元気館

1,637,000人

　
　1,076,883人
（1）新宿スポーツ
センター
    341,631人
（2）新宿コズミッ
クスポーツセン
ター
    576,416人
（3）大久保ス
ポーツプラザ
     79,777人
（4）元気館
　　 79,059人

プール、大小体育室、
会議室を中心に好調、
プールは個人利用が
伸長している。

1,088,326人
（1）新宿スポーツ
センター
　359,627人
（2）新宿コズミッ
クスポーツセン
ター
　576,163人
（3）大久保スポー
ツプラザ
   78,466人
（4）元気館
　　74,070人

（1）スポーツ教室の参
加者増により前年度よ
り増加となった。
（2）大雪や選挙会場と
しての利用の影響が
あったが、早朝のプー
ル営業による利用者
増もあり、前年度とほ
ぼ横ばいとなった。
（3）庭球場改修の影響
で前年度より減少し
た。
（4）大雪や台風による
高齢利用者のキャンセ
ルが多かった。

1,074,408人
（1）新宿スポーツセン
ター
　   364,474人
（2）新宿コズミックス
ポーツ
 センター
　   558,910人
（3）大久保スポーツプ
ラザ
     77,760人
（4）元気館
　　73,264人

（1）スポーツ教室の参加
者及び個人利用者増によ
り前年度より増加した。
（2）利用団体の規模の縮
小により、前年度より減少
した。
（3）出張レガスポ事業の
実施回数の減により前年
度より減少した。
（4）台風など天候不順に
よる高齢利用者のキャン
セルが多かった。

966,651人
（1）新宿スポーツセン
ター
　221,358人
（2）新宿コズミックス
ポーツセンター
    582,384人
（3）大久保スポーツプ
ラザ
    86,643人
（4）元気館
　　76,266人

（1）工事に伴う5カ月間の
休館の影響により、前年
度より利用者数が減少し
た。
（2）新宿スポーツセンター
の一時休館に伴い、プー
ル利用者等を中心に利用
人数が増加した。
（3）新宿スポーツセンター
の一時休館に伴い、剣道
連盟が一時的に多目的
ホールを使用したため、
利用者数が大幅に増加し
た。
（4）新宿スポーツセンター
の一時閉館に伴い、ト
レーニングルーム利用者
が増加。また、コースプロ
グラムの体験を1クール1
回の参加可能とし、現利
用者及び一般の方への利
用促進を行い、前年度よ
り増加。

（1）（2）（3）
地域振興部
生涯学習スポーツ課
新宿未来創造財団
（4）
健康部健康政策課健康企
画係
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指標の達成度　生活習慣病の予防

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの目
標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

6
多量飲酒者の割合
（毎日・１日３合以上飲酒）

［40～74歳]
　男4.1%
　女0.8%

平成22年度
健診データ

平成22年度比
10%減（男3.7％、
女0.7％）

［40～74歳]
　男4.6%
　女1.0%
（平成24年度健
診ﾃﾞｰﾀ）

多量飲酒者の割合は
微増しており、達成は
難しい状況である。
引き続き適正飲酒に
関する普及啓発を行っ
ていく。

［40～74歳]
　男4.7%
　女0.9%
(平成25年度健診
ﾃﾞｰﾀ）

多量飲酒者の割合は
横ばいであり、目標達
成は難しい状況であ
る。
引き続き適正飲酒に
関する普及啓発を行っ
ていく。

［40～74歳]
　男4.5%
　女1.0%
(平成26年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

多量飲酒者の割合はほ
ぼ横ばいであり、目標達
成は難しい状況である。
引き続き適正飲酒に関す
る普及啓発を行っていく。

［40～74歳]
　男4.9%
　女0.8%
(平成27年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

多量飲酒者の割合は26
年度から男性は増加し、
女性は減少した。目標値
の達成は難しい状況であ
る。
引き続き適正飲酒に関す
る普及啓発を行っていく。

健康部健康づくり課
健診係

7

喫煙者の割合
　20～39歳　男女別
　40～74歳　男女別

[20～39歳]
　男35.2%
　女14.0%

[40～74歳]
　男27.4%
　女11.7%

平成22年度
健診データ

平成22年度比10%
減

[20～39歳]
　男31.68%
　女12.6%
[40～74歳]
　男24.66%
　女10.53%

[20～39歳]
　男31.4%
　女12.7%
[40～74歳]
　男26.5%
　女11.0%
（平成24年度健
診ﾃﾞｰﾀ）

喫煙に対する関心の
高まりにより、喫煙者
の割合は減少傾向で
はあるが、達成は難し
い状況である。
引き続き喫煙・受動喫
煙に関する正しい知識
の普及啓発を行ってい
く。

[20～39歳]
　男32.6%
　女13.6%
[40～74歳]
　男26.2%
　女11.0%
(平成25年度健診
ﾃﾞｰﾀ）

20～39歳で増加、40～
74歳で横ばいの状況
であり、目標達成は難
しい状況である。
引き続き喫煙・受動喫
煙に関する正しい知識
の普及啓発を行ってい
く。

[20～39歳]
　男32.4%
　女11.9%
[40～74歳]
　男26.1%
　女10.9%
(平成26年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

20～39歳では女性の減少
が目立っているが、40～
74歳は男女ともほぼ横ば
いの状況であり、目標達
成は難しい状況である。
引き続き喫煙・受動喫煙
に関する正しい知識の普
及啓発を行っていく。

[20～39歳]
　男30.6%
　女10.8%
[40～74歳]
　男25.9%
　女10.6%
(平成27年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

26年度から20～39歳、40
～74歳で男女ともに減少
している。目標値について
は20～39歳が男女ともに
目標値を達成したが、40
～79歳については引き続
き難しい状況のため、喫
煙・受動喫煙に関する正
しい知識の普及啓発を
行っていく。

健康部健康づくり課
健診係

8
食べ物の量や組み合わせを考えて食
べる人の割合

85.5%

平成23年度
区政モニターア
ンケート

95% 81.7%

23年度と比較すると3.8
ポイント下回っている。
さらに、食生活に関す
る正しい情報の普及啓
発を行っていく。

83.5%

平成24年度と比較する
と、1.8％増加してい
る。引き続き、望ましい
食生活に関する情報
の普及啓発を行ってい
く。

84.7%

平成25年度と比較する
と、1.2％増加している。引
き続き、望ましい食生活に
関する情報の普及啓発を
行っていく。

88.0%

平成26年度と比較する
と、3.3％増加しており、着
実に増加している。引き続
き、望ましい食生活に関
する情報の普及啓発を
行っていく。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

追
加

1日に必要な野菜の摂取量（350g）を
知っている区民の割合

29.1%
平成26年度
区政モニターア
ンケート

45％
（「中間の見直し」
での目標値：
40%）

－ － － － 29.1%
（「中間の見直し」で指標
を追加した。）

36.6%
（平成27年度区政モニ
ターアンケート）

平成26年度に行った計画
の中間の見直しでは、29
年度末の目標値を40％と
設定したが、27年度実績
が36.6％であったため、目
標値を上方修正した。さら
に普及啓発を進め、目標
達成を目指す。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

9 肥満者（BMI25以上）の割合

[20～39歳]
男25.1%
女 7.7%
[40～64歳]
男33.1%
女13.2%

平成22年度
健診データ

男性：平成22年
度比15%減
女性：平成22年
度比10%減
[20～39歳]
男21.3%
女 6.9%
[40～64歳]
男28.1%
女11.9%

[20～39歳]
　男24.3%
　女 8.4%
[40～64歳]
　男33.6%
　女13.3%
（平成24年度健
診ﾃﾞｰﾀ）

肥満者の割合は横ば
いであり、達成は難し
い状況である。
食生活に関する知識
の普及、保健指導の
実施等により肥満者の
減少を図る。

[20～39歳]
　男21.6%
　女6.7%
[40～64歳]
　男34.0%
　女13.7%
(平成25年度健診
ﾃﾞｰﾀ）

20～39歳では減少、40
～64歳では増加傾向
である。
食生活に関する知識
の普及啓発、保健指
導や健康教室の実施
等により肥満者の減少
を図る。

[20～39歳]
　男22.7%
　女8.3%
[40～64歳]
　男32.2%
　女14.0%
(平成26年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

平成25年度と比較する
と、20～39歳では男女とも
増加、40～64歳では男性
は減少、女性は増加傾向
である。
食生活に関する知識の普
及啓発、保健指導や健康
教室の実施等により肥満
者の減少を図る。

[20～39歳]
　男22.5%
　女8.4%
[40～64歳]
　男34.8%
　女13.1%
(平成27年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

平成26年度と比較する
と、20～39歳では女性
が、40～64歳では男性が
増加傾向である。
引き続き食生活に関する
知識の普及啓発、保健指
導や健康教室の実施等に
より肥満者の減少を図
る。

健康部健康づくり課
健診係

10 糖尿病の予備群・有病者の割合

[40～64歳]
[予備群]
　男8.2%
　女3.8%
[有病者]
　男9.6%
　女3.0%

平成22年度
健診データ

平成22年度比
10%減
[40～64歳]
[予備群]
　男7.4%
　女3.4%
[有病者]
　男8.6%
　女2.7%

[40～64歳]
[予備群]
　男6.9%
　女4.1%
[有病者]
　男9.7%
　女2.7%
（平成24年度健
診ﾃﾞｰﾀ）

糖尿病の予備群の割
合は、男性で減少はし
ているが、達成は難し
い状況である。
今後、糖尿病に関する
正しい知識の普及・啓
発を行う。また、高血
糖改善のための保健
指導を実施する。

[40～64歳]
[予備群]
　男5.9%
　女2.9%
[有病者]
　男9.4%
　女2.6%
(平成25年度健診
ﾃﾞｰﾀ）

平成25年度より予備
群の割合は男女とも
1.0ポイント以上減少、
有病者の割合も微減し
ているが、目標達成は
難しい状況である。
引き続き、糖尿病に関
する正しい知識の普及
啓発、高血糖改善のた
めの保健指導及び健
康教室を実施する。

[40～64歳]
[予備群]
　男6.3%
　女3.0%
[有病者]
　男9.5%
　女2.7%
(平成26年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

平成25年度と比較する
と、予備群・有病者の割合
は男女とも微増しており、
全体としては目標達成に
至っていない。
引き続き、糖尿病に関す
る正しい知識の普及啓
発、高血糖改善のための
保健指導及び健康教室を
継続するとともに、糖尿病
重症化予防事業等を実施
し、目標達成を目指す。

[40～64歳]
[予備群]
　男6.1%
　女2.9%
[有病者]
　男8.7%
　女2.6%
(平成27年度健診ﾃﾞｰ
ﾀ）

平成26年度と比較する
と、予備群・有病者の割合
は男女とも減少しており、
全体としても目標値を達
成している。
今後も引き続き、糖尿病
に関する正しい知識の普
及啓発、高血糖改善のた
めの保健指導及び健康教
室を継続するとともに、糖
尿病重症化予防事業等を
実施し、目標達成を目指
す。

健康部健康づくり課
健診係

糖
尿
病
の
予
備
群
・
有
病
者
を
減
ら
し
ま
す

適
正
飲
酒
の
推
進
と
喫
煙
者
の
減
少
を
め

ざ
し
ま
す
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指標の達成度　生活習慣病の予防

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの目
標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

11 歯の本数 25.2本
平成22年度
新宿区歯科健
康診査（60歳）

27本

26.2本
（平成24年度新
宿区歯科健康診
査:60歳）

目標値を達成。

26.1本
（平成25年度新
宿区歯科健康診
査:60歳）

目標値を達成。
26.2本
（平成26年度新宿区歯
科健康診査：60歳）

当初目標値を達成してい
るため、目標値を26本か
ら27本に上方修正した。

26.3本
（平成27年度新宿区歯
科健康診査：60歳）

平成29年度までに上方修
正した新たな目標値の達
成を目指す。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

12
糖尿病が歯周病のリスク因子であるこ
とを知っている人の割合

－ － 50% －

24年度は基礎データ
がないため評価できな
いが、25年度から、区
政モニターアンケート
及び歯科健康診査に
て、調査を行う予定。

45.3%
(平成25年度第1
回区政モニター
アンケート）
47.1%
(平成25年度新宿
区歯科健康診
査）

引き続き糖尿病と歯周
病の関係に関する普
及啓発を行っていく。

49.8％
（平成26年度新宿区歯
科健康診査）

新宿区歯科健康診査の
結果ではほぼ目標値を達
成。
最終年度に再度区政モニ
ターアンケートで調査を行
う。

46.4％
（平成27年度新宿区
歯科健康診査）

引き続き糖尿病と歯周病
の関係に関する普及啓発
を行っていき、最終年度に
再度区政モニターアン
ケートで調査を行う。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

13 進行した歯周病がある人の割合

[50歳]
　44.4%
[60歳]
　52.6%
[70歳]
　54.5%

平成22年度
新宿区歯科健
康診査

[50歳]38%
[60歳]46%
[70歳]49%

[50歳]48.5%
[60歳]52.0%
[70歳]52.6%
（平成24年度新
宿区歯科健康診
査）

各年代で目標達成が
難しい状況。歯科健康
診査の年齢の拡充し、
受診機会を増やすこと
で、目標達成を目指
す。

[50歳]46.0%
[60歳]53.8%
[70歳]52.3%
（平成25年度新
宿区歯科健康診
査）

各年代で目標達成が
難しい状況。定期的な
健診受診者を増やす
ことで、目標達成を目
指す。

[50歳]50.0%
[60歳]46.9%
[70歳]56.8%
（平成26年度新宿区歯
科健康診査）

60歳では目標値に近づい
たが、50歳、70歳では目
標達成が難しい状況。引
き続き定期的な健診受診
者を増やすことで、目標達
成を目指す。

[50歳]44.7%
[60歳]47.9%
[70歳]46.9%
（平成27年度新宿区
歯科健康診査）

50歳、60歳では目標値に
近づき、70歳では現時点
で目標達成。すべての年
齢で目標達成を目指す。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

14
歯間部清掃用具を用いた歯の清掃習
慣のある人の割合

54.4%

平成22年度
新宿区歯科健
康診査

[40～64歳]
65%

55.4%
（平成24年度新
宿区歯科健康診
査）

現状では、目標達成が
難しい状況。

55.6%
（平成25年度新
宿区歯科健康診
査）

現状では、目標達成が
難しい状況。

60.4%
（平成26年度新宿区歯
科健康診査）

4.8%増加。
29年度までに目標達成を
目指す。

54.8%
(平成27年度新宿区歯
科健康診査）

現状では、目標達成が難
しい状況。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

口
腔
機
能
の
維
持
・
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
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指標の達成度　がん対策の推進

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの
目標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

1
がんに関する正しい知
識を持っている人の割
合

― ― 50%

平成25年度第1回
区政モニターアン
ケート※で調査予
定

※区政モニターアン
ケート（登録依頼に対
し、協力同意が得られ
た18歳以上の方）1000
名を対象

「知っている」
77.8％
「実践している」
45.9％
（平成25年度区政
モニターアンケー
トでがん予防対策
の12項目のうち、7
つ以上知っている
（実践している）人
の割合）

「知っている」人の割合
に比べ、「実践している
人の割合は少ない。
正しい知識とともに、生
活の中で実践に結び付
けられるよう普及啓発
を行っていく必要があ
る。

－
平成26年度はアンケート
未実施。27年度に調査
予定。

「知っている」
  92.8％
「実践している」
  38.7 ％
（平成27年度区政モニ
ターアンケートでがん予
防対策の12項目のうち、
7つ以上知っている（実
践している）人の割合）

「知っている」人の割合は９
割を超えているが、「実践し
ている人」の割合は25年度
に比べ減少している。
正しい知識とともに、自身の
ことと位置付け、実践に結び
付けられるような普及啓発
を行っていく必要がある。

健康部健康づくり課
健診係

2

再掲

喫煙者の割合
　20～39歳　男女別
　40～74歳　男女別

[20～39歳]
　男35.2%
　女14.0%

[40～74歳]
　男27.4%
　女11.7%

平成22年度
健診データ

平成22年度比
10%減

[20～39歳]
　男31.68%
　女12.6%
[40～74歳]
　男24.66%
　女10.53%

[20～39歳]
　男31.4%
　女12.7%
[40～74歳]
　男26.5%
　女11.0%
（平成24年度健診
データ）

喫煙に対する関心の高
まりにより、喫煙者の割
合は減少傾向ではある
が、達成は難しい状況
である。
引き続き喫煙・受動喫
煙に関する正しい知識
の普及啓発を行ってい
く。

[20～39歳]
　男32.6%
　女13.6%

[40～74歳]
　男26.2%
　女11.0%
(平成25年度健診
ﾃﾞｰﾀ）

20～39歳で増加、40～
74歳で横ばいの状況で
あり、目標達成は難し
い状況である。
引き続き喫煙・受動喫
煙に関する正しい知識
の普及啓発を行ってい
く。

[20～39歳]
　男32.4%
　女11.9%
[40～74歳]
　男26.1%
　女10.9%
(平成26年度健診
ﾃﾞｰﾀ）

20～39歳では女性の減
少が目立っているが、40
～74歳は男女ともほぼ
横ばいの状況であり、目
標達成は難しい状況で
ある。
引き続き喫煙・受動喫煙
に関する正しい知識の
普及啓発を行っていく。

[20～39歳]
　男30.6%
　女10.8%
[40～74歳]
　男25.9%
　女10.6%
(平成27年度健診ﾃﾞｰﾀ）

26年度から20～39歳、40～
74歳で男女ともに減少して
いる。目標値については20
～39歳が男女ともに目標値
を達成したが、40～74歳に
ついては引き続き難しい状
況のため、喫煙・受動喫煙
に関する正しい知識の普及
啓発を行っていく。

健康部健康づくり課
健診係

が
ん
予
防
を
推
進
し
ま
す

がん対策の推進　指標　4／9



指標の達成度　がん対策の推進

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの
目標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

3 胃がん検診受診率 10.3% 50% 12.1% 11.0% 11.6% 12.8%
健康部健康づくり課

健診係

4 大腸がん検診受診率 13.9% 50% 17.0% 16.4% 17.4% 21.3%
健康部健康づくり課

健診係

5 肺がん検診受診率 11.9% 50% 12.8% 12.6% 13.3% 18.2%
健康部健康づくり課

健診係

6 前立腺がん検診受診率 15.8% 50% 16.9% 16.9% 17.6% 17.1%
健康部健康づくり課

健診係

7
子宮がん（子宮頸がん・
体がん）検診受診率

15.3% 50% 16.3% 15.6% 17.9% 18.9%
健康部健康づくり課

健診係

8 乳がん検診受診率 17.7% 50% 18.2% 17.3% 19.7% 25.6%
健康部健康づくり課

健診係

9 胃がん精密検査受診率 40.9% 70%以上 34.1% 58.4% 62.6% 40.9%(※暫定値）
健康部健康づくり課

健診係

10
大腸がん精密検査受診
率

22.7% 70%以上 30.5% 57.3% 60.4% 37.0%(※暫定値）
健康部健康づくり課

健診係

11 肺がん精密検査受診率 34.0% 70%以上 35.6% 71.1% 71.5% 33.4%(※暫定値）
健康部健康づくり課

健診係

12
子宮がん（子宮頸がん・
体がん検診）精密検査
受診率

[子宮頸がん]
　　35.2%

[子宮体がん]
　　14.3%

70%以上

平成24年度の子
宮がん精密検査
受診率は平成25
年6月20日現在未
把握
※24年度実績
[子宮頸が
ん]58.8%
[子宮体が
ん]22.6%

25年度の精密検
査受診率は平成
26年5月30日現在
未把握
※25年度実績
[子宮頸が
ん]52.2%
[子宮体が
ん]44.4%

子宮頸がん49.6%
子宮体がん57.1%

子宮頸がん13.5%
子宮体がん0.0%
(※暫定値）

健康部健康づくり課
健診係

13 乳がん精密検査受診率 28.6% 80%以上 27.8% 81.9% 67.0% 47.6%(※暫定値）
健康部健康づくり課

健診係

が
ん
患
者
と
そ
の
家
族
の
苦
痛

や
不
安
の
軽
減
と
療
養
生
活
の

質
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す

14
「緩和ケア」について
知っている人の割合

26.5%

平成22年度新
宿区高齢者の
保健と福祉に
関する調査

40%

平成25年度新宿
区高齢者保健と福
祉に関する調査で
質問予定

― 24.3%

　前回の調査結果と比
較して大きな差は見ら
れず、周知状況は横ば
いである。性別で見ると
女性の方が「知ってい
る」と回答した人が多
く、年齢別では65歳か
ら79歳の人が多い。今
後、周知方法について
検討する必要がある。

―
平成28年度新宿区高齢
者保健と福祉に関する
調査で質問予定。

平成28年度新宿区高齢
者保健と福祉に関する
調査で質問予定。

―
健康部健康づくり課
健康づくり推進係

対象者を算定する「対象人
口率」変更の影響もあった
が、前立腺がんを除き、26
年度に比べ27年度では大幅
な受診率の上昇がみられ
た。
28年度から新たに再受診勧
奨も実施し、更なる受診率
向上を目指す。

区に結果の報告がない者に
ついての追跡調査を実施
し、受診結果の把握が進ん
できている。28年度からは、
直接、精検検診対象者に、
受診勧奨を行うとともに受診
結果アンケートを実施し、精
検受診率と結果把握率の向
上に努める。

24年度に比べ25年度
受診率は５つのがん検
診において微減、前立
腺がん検診において横
ばいの状況である。
これまでの受診勧奨方
法では、受診率向上を
目指すことが難しくなっ
てきている。現状を分
析し、有効な受診勧奨
の方法を検討する必要
がある。

精密検診受診率は目
標に対して依然低い状
況である。精検を受け
ない理由として、多忙、
診療費になるため負担
増、心理的要因等が挙
げられる。要精密となっ
た方に対して、精検の
目的と受ける意義を十
分に理解してもらう方
法を検討する必要があ
る。

区に結果の報告がない
者についての追跡調査
の実施により、結果把握
が進み、伴って受診率
は大幅に向上した。
今後も継続して行うこと
で、把握率の向上に努
める。

25年度に比べ26年度受
診率は全種がんにおい
て上昇した。
27年度から新たな受診
勧奨も始め、更なる受診
率向上を目指す。

平成22年度
区で把握して
いる実績

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
推
進
し
ま
す

平成22年度
検診の実績数
値

22年度に比べ24年度
受診率は全てのがん
検診において微増した
が、今だ低い状況であ
る。
受診率を向上させるた
めには、まずがん検診
に関心をもってもらうこ
とが必要と考えており、
今後とも受診率向上に
有効な受診勧奨の方
法を検討し実行する。

精密検診受診率は低
い状況である。その要
因として精密検診は保
険診療となり、受診費
用が区検診に比べ、高
いことが挙げられる。区
検診で要精密となった
方に対して精密検診の
重要性を啓発する方法
を検討する必要があ
る。

がん対策の推進　指標　5／9



指標の達成度　こころの健康

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの
目標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

1
ストレスを上手に対処し
ている人の割合

76.2%

平成22年度
新宿区健康
づくり区民意
識調査

85.0%

平成25年度第1回
区政モニターアン
ケート※で調査予
定

※アンケート区政モニ
ター（登録依頼に対し、
協力同意が得られた18
歳以上の方）1000名を対
象

78.6%
(平成25年度第1回
区政モニターアン
ケート）

前回の調査より向上して
いる。
※但し前回とは調査の
対象が異なるため注意
が必要

‐
平成26年度は実績の集
計なし

平成27年度は実績の
集計なし

健康部保健予防課

2
十分な睡眠がとれてい
ると思う人の割合

65.5%

平成22年度
新宿区健康
づくり区民意
識調査

75.0%
平成25年度第1回
区政モニターアン
ケートで調査予定

―

69.5%
(平成25年度第1回
区政モニターアン
ケート）

前回の調査より向上して
いる。
※但し前回とは調査の
対象が異なるため注意
が必要

‐
平成26年度は実績の集
計なし

平成27年度は実績の
集計なし

健康部保健予防課

3
ゲートキーパー養成講
座受講者数（累積実数） 731人

平成24年度1
月現在
累積実数

2,500人 1,238人
平成25もしくは26年度に
は目標達成見込み。

1,565人
平成25年度末時点で、
29年度までの目標は達
成済み。

1,856人

平成25年度末時点で平
成29年度までの目標を
達成したため、目標を当
初の1,500人から2,500人
に上方修正した。平成29
年度までに新しい目標人
数の達成を目指してい
く。

2,132人

中間の見直しで新たに設
定された目標（2,500人）に
ついて、平成29年度での
達成を目指す。

健康部健康政策課
健康企画係

4

こころの問題について気
軽に相談できる場所・窓
口を知っている人の割
合

37.3%

平成22年度
新宿区健康
づくり区民意
識調査

70%
平成25年度第1回
区政モニターアン
ケートで調査予定

―

48.4%
(平成25年度第1回
区政モニターアン
ケート）

前回の調査より向上して
いる。
※但し前回とは調査の
対象が異なるため注意
が必要

－
平成26年度は実績の集
計なし

平成27年度は実績の
集計なし

健康部保健予防課

5
精神的に不調になったと
きにすぐに相談や治療
を受けると思う人の割合

28.6%

平成22年度
新宿区健康
づくり区民意
識調査

50.0%
平成25年度第1回
区政モニターアン
ケートで調査予定

―

34.1%
(平成25年度第1回
区政モニターアン
ケート）

前回の調査より向上して
いる。
※但し前回とは調査の
対象が異なるため注意
が必要

－
平成26年度は実績の集
計なし

平成27年度は実績の
集計なし

健康部保健予防課

う
つ
等
こ
こ
ろ
の
不
調
へ
の
気
づ
き
や
早
期
相
談
・
早
期
治
療
を
支

援
し
ま
す

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
し
ま
す

こころの健康　指標　6／9



指標の達成度　女性の健康づくり

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの
目標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

1
「女性の健康支援」に関す
るホームページへのアクセ
ス件数（年間）

1,789件

平成22年度
ホームページアク
セス数

3,600件 2,203件
　24年度は22年度のホームペー
ジアクセス件数が、約23%増加し
た。

5,414件

　女性の健康支援センターの開
設や事業の拡充に伴い掲載内
容を増やしたため、顕著に件数
が増加し29年度までの目標は達
成した。

8,156

女性の健康支援センター
及び事業内容を詳細に掲
載したことにより、アクセ
ス数も順調に増加してい
る。

5,714件

引き続き、女性の健康支援
センター及び事業内容を詳
細に掲載し、平成27年度も
目標を達成した。

健康部
四谷保健センター

2
「女性の健康支援」に関す
るホームページの情報充
実（累積）

1

平成23年度
ホームページコン
テンツ数

6 1

　25年度末の（仮称）女性の健康
支援センターの開設と、事業の
充実に併せて、ホームページコン
テンツ数を増やしていく。

4

　女性の健康支援センターの紹
介、女性の健康講座、乳がん体
験者の会などについての内容を
増やした。

10

女性の健康支援事業を詳
細に紹介する内容とした
り、専門医師による医療
情報等のコラムを掲載す
るなど、コンテンツ数を増
やし、内容を充実させた。

10

女性の健康支援事業を詳
細に紹介する内容としたり、
専門医師による医療情報等
のコラムを掲載するなど、引
き続き内容を充実させた。

健康部
四谷保健センター

女
性
の
健
康
を
支
え

る
活
動
を
推
進
し
ま

す

3

「女性の健康づくり」に関す
る自主的な交流活動グ
ループの設立や活動への
支援

― ― ２団体 ―

　平成25年度から自主活動の体
制づくりを行い、平成27年度まで
に、2団体設立する。

1団体
平成25年度に乳がん体験者の
会を立ち上げ、会を開催した。 2団体

平成25年度に立ち上げ
た、乳がん体験者の会を
継続し、平成26年度は、
女性の健康づくりサポー
ターの会を立ち上げた。

　2団体

乳がん体験者の会と、平成
26年度に立ち上げた女性の
健康づくりサポーターの会
について、継続して運営を
行った。

健康部
四谷保健センター

4

再掲
子宮がん（子宮頸がん・体
がん）検診受診率

15.3%
平成22年度
検診の実績数値 50.0% 16.3%

　22年度受診比で1％受診率向
上したが、目標値には達していな
い状況である。受診勧奨の工夫
を図る。

15.6%

24年度に比べ25年度の受診率
は減少した。受診勧奨方法の見
直しと、これまで以上の工夫を図
る必要がある。

17.9%

25年度に比べ26年度の
受診率は向上した。検診
票の一斉発送対象者を拡
大したことが要因と考えら
れる。今後も受診勧奨を
継続し、更なる受診率向
上を目指す。

18.9%

対象者を算定する「対象人
口率」変更の影響もあった
が、26年度に比べ27年度で
は大幅な受診率の上昇が
みられた。28年度から新た
に再受診勧奨も実施し、更
なる受診率向上を目指す。

健康部健康づくり課
健診係

5
再掲
乳がん検診受診率 17.7%

平成22年度
検診の実績数値

50.0% 18.2%

　22年度受診比で0.5％受診率向
上したが、目標値には達していな
い状況である。受診勧奨の工夫
を図る。

17.3%

24年度に比べ25年度の受診率
は減少した。受診勧奨方法の見
直しと、これまで以上の工夫を図
る必要がある。

19.7%

25年度に比べ26年度の
受診率は向上した。検診
票の一斉発送対象者を拡
大したことが要因と考えら
れる。今後も受診勧奨を
継続し、更なる受診率向
上を目指す。

25.6%

対象者を算定する「対象人
口率」変更の影響もあった
が、26年度に比べ27年度で
は大幅な受診率の上昇が
みられた。28年度から新た
に再受診勧奨も実施し、更
なる受診率向上を目指す。

健康部健康づくり課
健診係

女
性
特
有
の
が
ん
対
策
を
推
進
し
ま

す

女
性
の
健
康
に
関
す
る
拠
点
施

設
を
整
備
し

、
正
し
い
知
識
の

普
及
を
図
り
ま
す

女性の健康づくり　指標　7／9



指標の達成度　食育の推進

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの
目標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

1
食育に関心を持ってい
る区民の割合

91.5%

平成23年度
区政モニターアン
ケート

95%

92%
（平成24年度区政
モニターアンケー
ト）

0.5%上昇。

91.1%
（平成25年度区政
モニターアンケー
ト）

前年と比較し0.9％減少
しているが、90％の割合
を維持している。

90.1%
（平成26年区政モ
ニターアンケート）

1%減少しているが、90%
の割合を維持している。

91%
（平成27年区政モニ
ターアンケート）

90%台を維持しているが、引
き続き目標達成を目指す。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

2
毎日朝食を食べる子ど
もの割合

92.8%

平成23年度
新宿区立小学校
及び中学校におけ
る食育アンケート 95%

93.3%
（平成24年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

0.5%上昇。

91.7%
（平成25年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

前年と比較し1.6％減少
している。

91.4%
（平成26年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

0.3%減少している。

91.4%
（平成27年度新宿区立
小学校及び中学校に
おける食育アンケート）

前年度から変化がなかっ
た。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

3
甘味飲料をほぼ毎日飲
む子どもの割合（３歳
児）

30.9%

平成22年度
3歳児歯科健康診
査 20%以下

28.6%
平成22年度
（3歳児歯科健康
診査）

2.3%減少。
28.7%
(平成25年度3歳児
歯科健康診査）

前年と比較し0.1%増加し
ている。

25.2%
(平成26年度3歳児
歯科健康診査）

3.5%減少している。
22.4%
(平成27年度3歳児歯
科健康診査）

2.8%減少しており、着実に減
少傾向にある。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

4
自分で料理を作ったり、
手伝いをしたりする子ど
もの割合

19.1%

平成23年度
新宿区立小学校
及び中学校におけ
る食育アンケート 25%

18.1%
（平成24年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

1％減少。

21.1%
（平成25年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

前年と比較し、3％増加し
ている。

20.7%
（平成26年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

0.4%減少しているが、20%
の割合を維持している。

21.4%
（平成27年度新宿区立
小学校及び中学校に
おける食育アンケート）

0.7%上昇し、これまでの中で
最も高い数字となった。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

5
消費者講演会・懇談会
等への参加者数（年間）

151人
平成22年度
開催実績

180人 170人

24年度は講習会の回数
が増えたため、目標人数
に近づいた。29年度の目
標値は予定通り達成す
る見込み。

261人
平成25年度末時点で、
29年度までの目標は達
成済み。

246人
平成26年度末時点で、
29年度までの目標は達
成済み。

204人
前年度と比較し参加者は減
少したが、29年度までの目
標は達成済み。

健康部衛生課

6
５歳で箸が正しく持てる
園児の割合

57.4%

平成23年度
区立保育園・私立
保育園・子ども園
での実績

80%

59.6%
（区立保育園・私
立保育園・子ども
園での実績）

食育ボランティアによる
保育園での「箸の食育講
座」などの取組みを実
施。

59.8%
（区立保育園・私
立保育園・子ども
園での実績）

微増ではあるが、増加し
ている。

59.5%
（区立保育園・私
立保育園・子ども
園での実績）

毎年ほぼ横ばいの状況
にある。

60.7%
（区立保育園・私立保育
園・子ども園での実績）

前年度と比べ、わずかでは
あるが増加しており、引き続
き目標達成を目指す。

子ども家庭部保育課
健康部健康づくり課
健康づくり推進係

7
食事を残さず食べるよう
にしている子どもの割合

68.0%

平成23年度
新宿区立小学校
及び中学校におけ
る食育アンケート

80%

73.1%
（平成24年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

５％上昇し、目標値に近
づいている。

74.4%
（平成25年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

前年と比較し、1.3％増加
している。

71.4%
（平成26年度新宿
区立小学校及び
中学校における食
育アンケート）

3%減少している。

75.3%
（平成27年度新宿区立
小学校及び中学校に
おける食育アンケート）

3.9%上昇し、目標値に近づい
ている。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

8

東京都産の農産物を３
品目以上、学校給食に
取り入れている小中学
校数（年間）

９校
平成22年度
学校給食実態調
査

25校

18校
（平成25年度学校
給食実態調査）

着実に増えている。
21校
（平成26年度学校
給食実態調査）

前年と比較し、3校増加し
ている。

26校
（平成27年度学校
給食実態調査）

前年と比較し、5校増加し
ている。目標を達成し
た。

28校
（平成28年度学校給食
実態調査）

前年と比較し、2校増加し
ている。目標を達成してい
る。

教育委員会
学校運営課

生
涯
に
わ
た

っ
て
健
康
を
つ
く
る
食
習
慣
を
実
践
し
ま
す

食
の
大
切
さ
を
見
直
し

、
食
文
化
を
継
承
し
て
い
き
ま
す

食育の推進　指標　8／9



指標の達成度　食育の推進

中目標 指標名 現状数値
現状数値の
測定年度
及び出所

29年度までの
目標

24年度 達成状況の説明 25年度 達成状況の説明 26年度 達成状況の説明
27年度
実績

（達成度）
達成状況の説明 担当課

9
食育ネットワークを構成
する団体数

― ― 12団体 0団体
25年度からネットワーク
を立ち上げる。

10団体
ネットワーク準備会に出
席した団体数。

10団体
ネットワーク準備会に出
席した団体数。

19団体

参加団体を固定した会議
方式から、誰もが参加で
きるネットワークに変更し
たことにより、団体数が10
団体から19団体に増加し
ました。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

10
友人、知人などと一緒に
食事をする頻度が月２
回以上の割合

62.0%
平成23年度
区政モニターアン
ケート

80.0%

59.4%
（平成24年度区政
モニターアンケー
ト）

2.6％減少。

63.8%
（平成25年度区政
モニターアンケー
ト）

4.4％増加している。
63.6%
（平成26年区政モ
ニターアンケート）

0.2%減少している。
62.7%
（平成27年区政モニ
ターアンケート）

0.9%減少し、2年連続の減
少となった。

健康部健康づくり課
健康づくり推進係

食
を
通
じ
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
を
広
げ
ま
す

食育の推進　指標　9／9


